
阿
武
隈
川
河
口
沖
の
地
震
の
走
時
曲
線

鷺

坂

清

信

昭
和
二
年
八
月
六
日
六
時
十
三
分
頃
、
阿
武
隈
川
河
口
沖
(
東
経
二
四
一
、
六
度
、
北
緯
三
七
、
七
度
)
に
震
央
を
持

つ
地
震
に
つ
き
』
走
時
曲
線
を
作
成
し
た
。
表
は
後
震
時
ξ
震
央
距
離
と
を
、
封
昭
一
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
殺
震

時
は
六
時
十
三
分
に
加
ム
ベ

3
端
数
の
み
を
記
す
。
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此
の
表
の
後
震
時
は
、
気
象
要
覧
の
昭
和
二
年
八
月
競
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
気
象
要
覧
の
〆
切
後
、
中
央
気

象
牽
に
達
し
た
報
告
を
も
ん
口
せ
て
記
し
た
、
命
政
官
震
時
の
一
分
間
の
説
。
の
明
か
な
る
も
の
っ
こ
に
つ
き
訂
正
を
行
っ

た。
此
の
表
で
見
る
と
、
此
の
地
震
は
樺
太
、
大
連
、
菱
、
健
等
の
地
震
計
に
も
威
ず
る
程
規
模
の
大
き
な
も
の
で
あ
る
が
、

東蓮川崎

一
一
八
六

一
二
九

O

一七一ニ
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一五一一一
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j百

二
九
二
、

o

三
一
問
、
九

三
六

0
.
0

四
六
九
、

O

敷石謹憂

菱
、
躍
に
於
け
る
殺
震
時
が
ま
ち
ま
ち
の
庭
か
ら
見
て
、
此
の
透
で
は
記
象
が
不
明
瞭
で
あ
っ
空
事
乞
想
像
ヨ
せ
ら
れ
る
口

之
に
反
し
℃
九
州
の
各
観
測
の
礎
震
時
は
、
規
則
立
っ
て
居
。
、
旦
初
動
方
向
迄
諒
一
み
取
っ
て
あ
る
慮
か
ら
見
℃
、
此
の

地
方
迄
は
明
瞭
な
記
象
を
示
し
た
事
と
忠
は
れ
る
。

震
時
は
何
蕗
で
も
議
み
日
現
っ
た
事
と
思
ム
。

一
般
に
此
の
地
震
は
初
動
方
向
の
明
か
な
地
震
で
あ
っ
た
か
ら
、
球
技

一
脇
島
腕
か
ら
九
州
に
至
る
迄
.
約
千
二
百
粁
の
長
き
に
渡
・
0
.
協
同
一
方
向
に
、
協
同
一
距
離
に
、
幾
つ
も
の
観
測
値

が
得
ら
れ
、
且
後
震
時
の
明
瞭
な
記
象
が
得
ら
れ
た
事
は
、
此
の
走
時
曲
線
の
特
長
で
あ
A

り
ま
ま
せ
う
。
私
が
特
に
此
の

地
震
の
走
時
曲
線
を
作
成
し
て
見
ゃ
う
と
思
っ
た
理
由
も
亦
此
慮
に
存
す
る
。

園
の
横
軸
は
震
央
距
離
を
粁
で
一
不
し
、
縦
軸
は
竣
震
時
を
秒
で
一
不
し
℃
あ
る
。
記
鏡
@
は
グ
ヰ
1
へ

Y

ト
式
、
並
ぴ
に

三

O
一ニ
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刻
時
法
と
し
て
描
針
乞
冊
以
ぜ
ひ
あ
げ
る
型
の
地
定
計
に
依
る
も
の
、

即
ち
比
較
的
後
震
時
刻
の
議
み
易
い
地
震
計
の
一
不
す
後

震
時
で
あ
、
る
。
ー

白

，

、

‘

・

〈

'
今
観
測
値
の
平
均
の
値
を
過
す
庇
線
(
固
に
賀
直
線
で
一
不
す
)
か
ら
待
た
、
・
見
掛
け
の
速
度
丸
は
八
十
一
粁
か
ら
千
百
九
十
一

粁
の
間
で
…
パ
次
の
・
如
ふ
で
あ
る
J

J

J

H

吋・∞吋均一事

H
C
C
均
八
品
〈

50{}希

d'
は
震
央
距
離
で
あ
る
。

此
の
t

値
は
昭
和
三
年
五
丹
二
十
一
日
の
東
京
協
同
地
震
広
つ

3
求
め
た
値
の

ぐ
H
H
ベ

-g均
一
場

仰

い

{
(
)
C
品
川
リ
叩
〈
九
八
。
。
。
品
川
吋

を
次
に
此
直
線
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
央
観
測
所
の
大
勢
乞
見
る
に
、
宮
古
、
銚
子
、
布
良
、
北
海
道
り
こ
?
一
)
一
の
観
測

所
、
大
泊
、
父
島
等
比
較
的
多
々
海
底
に
経
路
町
有
す
る
も
の
は
、
此
の
線
の
下
に
あ
る
。
今
水
戸
と
父
島
と
の
観
測
値

を
結
ぶ
底
線
(
鎖
線
)
を
作
る
さ
き
は
一
上
記
の
観
測
値
は
大
約
此
の
線
上
に
あ
。
、
而
し
て
震
央
の
移
動
に
よ
λ

り
て
此
の
事

賓
乞
左
右
す
る
事
口
出
来
な
い
、
然
れ
ば
此
の
二
問
測
値
よ
'
り
の
平
均
の
速
度
引

ぐい

1
∞・足立日一沼

ω。
。
品
川
一
?
ハ
ー
九
八
一

5
c
c立ド

は
B
本
の
太
平
洋
側
に
於
て
略
南
北
に
向
へ
る
、
縦
波
り
見
掛
の
速
度
を
奥
へ
る
も
の
を
見
る
事
が
出
来
や
ラ
。
新
〈
り

三

O
五



一O
六

如
く
経
路
が
陸
と
海
と

K
依
つ
℃
、
。
縦
波
の
遮
度
が
逮
p
p
事
賞
、
並

K
共
の
数
値
を
決
定
す
る
錦
に
は
、
も
っ
と
多
f
x
の

材
料
を
必
要
と
し
ゃ
う
o
h
今
試
み
に
昭
和
三
年
五
月
二
十
一
日
来
京
湾
地
震
に
つ
き
小
笠
原

K
至
る
縦
波
の
見
掛
の
卒
均

速
度
乞
求
な
れ
ば

.
1白

F -， 

一
点
什
∞
・
怠
均
一
州
w
e

一0
0
均
八
白
八
回
。
。
。
誇

と
な
攻
、
じ
此
の
こ
つ
の
値
は
極
め
て
近
似
し
て
居
る
事
を
見
る
。

新
く
如
下
、
海
底
に
経
路
を
有
す
る
縦
波
の
速
度
が
陸
地
の
表
層
を
一
辿
る
も
の
工
ι
り
も
大
室
い
事
に
関
し
て
は
、
肢
に
図

富
技
師
も
之
乞
認
め
、
而
し
て
此
事
は
ク
エ
グ
ナ
ー
の
大
陸
移
動
設
や
イ

y
久
タ
シ
ー
の
理
論
に
も
一
致
す
る
も
の
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
て
居
る

(
C
2
Fロ
含
旬
。
日
常
p
m
q
N
5
c
g
H
)
F
3
H
r・
]
W
A

凶
〈
口
増
国

a
p
H
C凶
吋
)
然
れ
Y
」
も
倫
此
の
事
賞

を
完
成
す
る
に
は
多
く
の
材
料
を
必
要
と
す
る
と
共
に
、
識
者
の
理
論
的
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ム
。
著
者
は

草
に
日
本
の
近
海
に
於
い
て
斯
く
の
如

3
事
費
ぬ
あ
る
模
様
が
見
え
る
事
を
指
摘
し
た
ま
で
で
あ
る
。

扱
今
主
と
し
て
陸
に
経
路
を
取
る
も
の
民
主
主
を
置
き
て
‘
走
時
曲
線
を
引
い
て
見
れ
ば
、
国
の
結
線
の
如
く
在
る
。

此
の
曲
線
1

並
に
此
の
曲
線
の
轡
曲
貼
に
於
け
る
切
線
と
が
、
縦
坐
標
軸
を
裁
る
二
知
の
卦
廷
を
用
以
た
誌
の
と
、
初
期
微

動
機
緩
時
間
が
、
震
央
距
離
に
勤
す
る
曲
線
.
即
ち
P
S
A
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
の
震
央
距
離
零
な
る
極
限
に
於
け
る
縦
生
標

を
用
ひ
だ
も
の
と
か
ら
待
た
震
源
の
、
深
3
を
平
均
し
て
、
大
約
六
十
粁
と
推
測
す
る
。

清
水
光
夫
君
の
小
笠
原
に
於
℃
の
調
査
に
依
れ
ほ
、
海
底
を
通
る
震
波
氏
関
す
る
、
大
森
公
式
の
係
数
に
相
常
す
る
常



数
は
.

一
O
、
三
粁
毎
秒
乃
至
一
一
‘
二
五
粁
毎
秒
で
あ
っ
て
、
陸
地
の
表
層
乞
遜
る
震
波
に
関
す
る
も
の
よ
'
り
も
決
し

て
小
ヨ
く
は
な
い
E

(

気
象
条
誌
第
二
時
第
六
巻
第
十
時
抗
)
此
の
事
賓
と
前
越
の
如
く
縦
波
の
逮
皮
の
大

3
V事
乞
認
め
た

上
は
、
横
波
も
亦
海
底
の
方
が
遮
皮
が
大
主
い
事
か
推
断
出
来
る
。

φ 

幸良

.fI:. 
Eヨ

阿

蘇

火

山

に

闘

す

る

近

況

報

告

-b巳
I=J巳..・・1・

本

d
H
H
H
，
 

.•.•.. 

、.

-
v
d
E
t
F
 

イ長

。所

阿
蘇
火
山
は
本
年
に
入
。
頓
に
勢
力
を
失
ひ
た
る
も
一
月
十
二
日
に
は
小
爆
殺
を
起
し
噴
姻
上
騰
し
蛍
時
の
鳴
動
は
高
'

森
方
面
迄
聞
え
た
の
共
後
は
一
長
一
泊
僅
に
問
欺
的
に
白
畑
(
大
部
分
水
蒸
気
な
る
も
の
の
如
し
)
を
摩
川
、
る
程
度
に
て
経

過
せ
・
'nJ'
、
而
し
て
五
月
サ
五
日
嘗
所
高
瀬
技
手
登
山
の
際
に
は
、
南
の
池
(
第
四
火
口
)
は
全
く
休
止
欣
態
に
あ
ι
り
て
、
却

て
中
の
池
(
第
二
火
口
)
に
活
気
を
呈
し
た
る
粍
迄
に
到
れ
'
り
。
然
る
に
九
月
六
日
午
後
五
時
四
十
分
頃
俄
然
南
の
池
は
再

ぴ
中
程
度
の
爆
殺
を
な
し
、
一
時
は
黒
煙
天
に
沖
し
、
附
近
の
人
々
戸
外
に
出
℃
L
望
見
せ
し
程
な

b
し
も
、
又
忽
ち
哀

へ
た
り
、
同
月
廿
三
日
世
田
所
佐
々
木
技
生
登
山
の
時
に
は
、
南
の
池
は
猶
徐
勢
を
持
ち
白
煙
を
翠
け
つ

L
あ
ι
り
た
め
と
云

ヨ
O
七


